
寒さも和らぎ、梅の花も見ごろを迎えていますね。皆様いかがお過ごしでしょうか？

日本ウクライナ文化交流会会長の小野さんは、古い友人のご主人で、色々お話を伺って

いるうちに、興味が沸き次回は一緒に行きましょうと、コロナ前は話をしていましたが、

まさか、こんな事になるとは…。言葉もありません。世界に平和を（祈）。

ぐるぐる回る、嬉しいご縁

我が家には、骨董と呼べるほどの品ではないですが、祖母の時代の

着物や鉄瓶、昭和の食器やら色々ありまして、おうち時間が増えたこ

ともあり、一気に片付けることにしました。そんな時、友人が仲間内での譲り合いがで

きるグループを立ち上げてくれて、「古いモノが好きな人もいるから、聞いてみたらど

うかな？」と言ってくれたので、聞いてみることにしました。するとポロポロと貰い手

が見つかり、その中のお一人に着付けの先生がいて、祖母の着物が眠っている話をした

ら、鉄瓶のお礼にと、着付けを教えてくれることになりました。鉄瓶が、着付け教室に

変わるなんて、願ったり叶ったりです。他にも”友達の友達は皆友達だ！”の如く、面

白い方々と知り合えて、眠っていた品が、新たな場所で活躍してくれるだけでも嬉しい

のに、さらなる嬉しいオマケがたくさんありました。

ショッキングなことも…

長年お付き合いをしていた、石鹸職人の巨匠、桶谷さんが背骨を疲労骨折して、仕事

ができなくなり、跡継ぎもいないことから、2月末を持って廃業すると、突然お知らせ

がきました。ご愛用頂いている方も多く、この釜炊き、枠練り製法で石鹸を作れる職人

さんがほとんどいなくなっている中、技術者をまた一人失ってしまったことに、大きな

ショックを受けました。年が明けてから、お金では買えないモノは、たくさんあるなぁ

と改めて感じました。商店街のたこ焼き屋さんも、年齢と体調不良で閉店するとのお知

らせがありました。40年以上に渡り、祖母の時代からお酒やソースを納めていたので、

とても感慨深いものがあります。見渡せば、日本の農家などの高齢化、自給率の低さも

心配ですし、安心して暮らすこと、本当の豊かさとは何か？ を考える今日この頃です。

でも、そんな大変な仕事の中にこそ、やりがいを見出し後を継いだ、佐賀海苔の島内

さんや、和泉の三浦農園さん、独活の中井さんがいます。実は石鹸も、桶谷さんの紹介

で三重県の石鹸職人さんに繋がり、そこは息子さんが継がれてがんばっておられます。

次世代をしっかり応援することが、今私に出来ることかと思います。その為には、皆さ

まのお力添えが不可欠となりますので、どうぞよろしくお願いいたします。【坂東武子】

～造り手の想いを伝えたい～
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